
令和６年度 定期監査結果報告 

 

 

１ 監査の基準 

  敦賀美方消防組合監査基準に準拠 

 

２ 監査の種類 

  地方自治法第１９９条第１項及び第４項に基づく定期監査 

   

３ 監査の対象 

  敦賀美方消防組合   

消防本部、敦賀消防署、美浜消防署、三方消防署 

 

４ 監査の範囲 

  令和５年度及び令和６年度（４月から８月末まで）における事務の執行状況及び

事業の管理状況 

 

５ 監査の実施日 

  令和６年１０月１５日 

 

６ 監査の実施内容 

   財務に関する事務の執行及び事業の管理が適正に行われているかについて、正確

性、合規性、３Ｅ（経済性、効率性、有効性）の観点から、関係書類の調査を行う

とともに、関係職員から説明を聴取し、監査を実施した。 

 

７ 監査の着眼点 

（１）予算の執行は計画的かつ効率的に行われているか。 

（２）事務処理で法令に違反するものはないか。 

（３）事務事業の執行に当たっては、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、組

織及び運営の合理化に努めているか。 

（４）その他事務の執行が適正かつ的確に行われているか。 

 

８ 監査の結果 

  １から７までのとおり監査した限り、対象となった事務は重要な点において、法

令に適合し、正確に行われ、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織



及び運営の合理化に努めていると認められた。監査の結果の詳細は後述のとおりで

あるが、軽易な事項については、口頭にて指導・助言を行ったので、その記述は省

略した。 

  なお、監査結果の区分は以下のとおりである。 

 

 

 

（１）消防本部 

＜指導事項＞ 

・備品台帳について、不要な台帳が使用中の台帳と一緒に綴られているが、当組

合の文書取扱規程に基づき文書の整理に努めていただきたい。 

＜業務意見＞ 

 ・文書管理システムの導入にあたっては、移行期間は紙媒体と電子媒体の取り扱

いが同時並行となるため、書類の適切な管理に努め紛失等がないよう注意を払

って進めていただきたい。 

  ・情報システムのサイバーセキュリティ対策について、脆弱性診断実施の検討も

含め情報収集に努めていただきたい。 

・職員のコンプライアンスについて、職員向けの研修後には理解度チェックやア

ンケートを実施し、組織全体で職員のメンタル部分のサポートに取り組み再発

防止に努めていただいきたい。 

・公金等の管理について、取扱マニュアルを作成し、担当者への周知に加えて横

領等の不正防止の取り組みを進めていただきたい。 

（２）敦賀消防署・美浜消防署・三方消防署 

   監査した結果、指摘事項等はなかった。 

勧  告 
(1) 監査委員が特に措置を講ずる必要があると認めるもの 

（地方自治法第 199条第 11項） 

指摘事項 
(1)  法令、条例、規則等に違反しているもの 

(2)  著しく不当又は適正を欠くもの 

指導事項 

(1)  指摘事項にまでは至らないが、適正を欠く事項で是正を必要と

するもの 

(2)  経済性・効率性・有効性の観点から、改善や見直しの検討を求

めるもの 

業務意見 (1)  その他監査の結果に伴う、各業務等に対する監査委員の意見 


